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　国会で1月30日に令和元年度補正予算が成立し「も
のづくり補助金」、「 I T 導入補助金」、「小規模事業者持
続化補助金」は2020年も実施されることになりまし
た。
　そして今回、補助金の申請に電子申請システムが導
入されます。システムの名称を「jGrants（Jグランツ）」
（Japan Grant s：Grant sは助成金）といい上記の3つ
の補助金の申請に導入される他に全部で27の補助金
の申請にシステムが導入されます。対象の補助金は随
時拡大予定のようです。

【電子申請導入の目的は】
　これまでの多くの補助金申請は、紙での手続が主流
であり、大量の紙での申請や郵送等の手続が煩雑であ
り、補助金を利用したい事業者が簡単に申請できる環
境ではありませんでした。また行政、執行団体側も紙
のやりとり、複雑な審査で人手がかかる、本人確認に
時間がかかるといった課題がありました。これらの課
題を解決するために導入されたシステムです。

【電子申請のメリットは】
・24時間365日、自宅や職場など、いつでも・どこで
も申請が可能。

・移動時間や交通費、郵送費などのコスト削減が期待
できる。

・過去に申請した情報の入力や、書類の押印が不要に
なる。

・ウェブフォームでの入力のため入力ミスのチェック
が可能。

などがあります。
　そしてこのシステムの利用にあたっては「Gビズ ID
（g Biz ID）」という事業所固有の IDが必要になります。
 Gビズ IDは左記の補助金の申請システムだけではな
く、社会保険、雇用保険の電子申請など他の行政サー
ビスにも利用できる固有のIDです。
　この IDはGビズ IDのサイト（https:/ /gbiz-id.go.
jp/top/）より取得します。IDにはg Biz IDプライムと
g Biz IDエントリーの2種類があり、補助金の申請には
g Biz IDプライムの方の登録が必要です。IDの申請は
WEB上で作成する申請書と印鑑証明書を郵送し申請
が通れば承認メールが到着します。
　なお「Gビズ ID」の取得には申請から2～3週間必要
になるので早めの申請をお願いします。補助金の公募
以前でもIDの取得は可能です。
　お聞きになりたいこと等あれば IT相談窓口を気軽に
ご利用ください。

jGrant sの全体構造
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